
第１８回「岡山生命倫理研究会」の御案内 

 時下、ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、下記の要領にて第１８回「岡山生命倫理研究会」（という名の勉強会） 

を開催いたしますので御案内申し上げます。今回はとくに生殖医療に特化して議 

論します。 

 御参加いただける場合、その旨、守屋直子 moriya-n@cc.okayama-u.ac.jp（岡山 

大・生命倫理学分野事務室）宛てに、６月１９日（日）までに御一報いただけれ 

ば幸いです。懇親会（研究会終了後）参加希望の有無も同時にお知らせいただけ 

れば幸いです。なお、今回は岡山大・中塚科研（「死後生殖の是非に関する学際 

的研究」)研究会との合同開催です。 

 

記 

 

日時：２０１１年６月２５日（土）午後１時３０分～６時４０分 

 

場所：岡山市北区鹿田町２－５－１ 岡山大学鹿田キャンパス基礎医学棟 

   ３階「医療情報演習室」（生命倫理学分野の隣） 

    

演題（１）「出生前診断をめぐる倫理問題―出生前診断研究会の最新の議論を踏まえて―」 

     斎藤仲道（福岡・新古賀病院医師：産婦人科） 

         午後１時３０分～２時３０分（報告２５分＋質疑応答３５分） 

 

演題（２）「着床前診断をめぐる倫理問題―本邦の学会見解とその問題点を踏まえて―」 

     岸本廉夫（岡山・玉野市立玉野市民病院診療部長：産婦人科） 

         午後２時３０分～３時３０分（報告２５分＋質疑応答３５分） 

 

休憩   午後３時３０分～３時４０分 

 

演題（３）「人工妊娠中絶をめぐる倫理問題―さまざまな主張と医療者にとって悩ましい問

題―」 

     中井祐一郎（川崎医科大学医学部産婦人科学教室准教授） 

         午後３時４０分～４時３０分（報告２０分＋質疑応答３０分） 

      

演題（４）「死後生殖をめぐる倫理問題―配偶子・性腺凍結保存の行方―」 

     中塚幹也（岡山大学大学院保健学研究科教授[産婦人科学]） 



        午後４時３０分～５時２０分（報告２０分＋質疑応答３０分） 

  

休憩    午後５時２０分～５時３０分 

 

演題（５）「イスラエル生殖医療法」 

     フランク・イェルハム・レービット（イスラエル・ベングリオン大学 講師） 

         午後５時３０分～６時１０分（報告２０分＋質疑応答２０分） 

 

総合討論  午後６時１０分～６時４０分 

コメンテーター：村岡潔（佛教大学社会福祉学部教授[医師]） 

コメンテーター：水田美由紀（岡山弁護士会[弁護士]) 

 

司会（世話人）：山下登（岡山大学大学院法務研究科教授） 

司会・通訳（世話人）：虫明茂（就実大学人文科学部教授）           

責任者（代表世話人）：粟屋剛（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授） 
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